
又
は
送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
し
て

送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少

年
事
件
に
関
す
る
書
類
が
非
少
年
事
件
に
つ
い

て
も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
謄
本
又
は
抄

本
を
添
付
す
る
こ
と
。

致
又
は
送
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
年
事
件

に
関
す
る
書
類
が
成
人
事
件
に
つ
い
て
も
必
要

で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付

す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
す
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
を
共
に
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は

送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
す
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
を
と
も
に
検
察
官
に
送
致
又
は
送

付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
こ
と
。

三

少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連
し
、
又
は

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
そ
の
一
方
を
検

察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
、
他
方
を
家
庭

裁
判
所
に
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の

事
件
に
関
す
る
書
類
が
他
方
の
事
件
に
つ
い
て

も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
に
送
致
し
、

又
は
送
付
す
る
事
件
の
記
録
に
、
他
の
事
件
に

関
す
る
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ

と
。

三

少
年
事
件
が
成
人
事
件
と
関
連
し
、
又
は
数

個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
そ
の
一
方
を
検
察

官
に
送
致
又
は
送
付
し
、
他
方
を
家
庭
裁
判
所

に
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の
事
件
に

関
す
る
書
類
が
他
方
の
事
件
に
つ
い
て
も
必
要

で
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
に
送
致
又
は
送
付
す

る
事
件
の
記
録
に
、
他
の
事
件
に
関
す
る
書
類

の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

第
二
百
十
二
条

少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連

し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
こ
れ
ら

を
各
別
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い

て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
十
二
条

少
年
事
件
が
成
人
事
件
と
関
連

し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
こ
れ
ら

を
各
別
に
送
致
若
し
く
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い

て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
各
号

の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

少
年
事
件
と
非
少
年
事
件
と
が
関
連
す
る
場

合
に
は
、
非
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
事
件
の

記
録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

少
年
事
件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

一

少
年
事
件
と
成
人
事
件
と
が
関
連
す
る
場
合

に
は
、成
人
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
事
件
の
記
録
に

こ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
年
事

件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
少
年

事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
の
み
が
関
連
す
る
場
合
に

は
、
検
察
官
へ
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
事
件

に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
事
件
の
記

録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
の
み
が
関
連
す
る
場
合
に

は
、
検
察
官
へ
送
致
又
は
送
付
す
る
事
件
に
証

拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
事
件
の
記
録
に

こ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

（
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
）

（
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
）

第
二
百
十
五
条

捜
査
の
結
果
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
少
年
警
察
活
動
規
則

（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）

第
三
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
百
十
五
条

捜
査
の
結
果
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
警
察

活
動
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
二
十
号
）
第
三
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

被
疑
者
が
少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
と
き
。

一

被
疑
者
が
少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
場
合

二

被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
が

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
少

年
（
特
定
少
年
を
除
く
。）で
あ
る
と
き
。

二

被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
こ
の
者
が

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
少

年
で
あ
る
場
合

（
少
年
に
対
す
る
同
行
状
の
執
行
）

（
少
年
に
対
す
る
同
行
状
の
執
行
）

第
二
百
六
十
七
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

少
年
法
第
十
三
条
又
は
同
法
第
二
十
六
条
（
同
法

第
六
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
家
庭

裁
判
所
か
ら
、
同
行
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
、「
家

庭
裁
判
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
十
七
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

少
年
法
第
十
三
条
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
、
同
行
状
の
執
行
の

指
揮
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
検
察
官
」

と
あ
る
の
は
、「
家
庭
裁
判
所
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
引
致
状
の
執
行
）

（
引
致
状
の
執
行
）

第
二
百
六
十
八
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
六
十
三
条
第
六
項
（
同
法
第
七
十
三
条
の
三
第

四
項
及
び
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
に

付
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
引
致
状
の
執
行
に
当

た
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
百
五
十
七
条
及
び
第
二
百
五
十
九
条

中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委

員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
指
揮
」
と
あ

る
の
は
「
嘱
託
」
と
、
第
二
百
六
十
条
中
「
検
察

官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又
は

保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
の
指
揮
」
と
あ
る
の
は

「
の
嘱
託
」
と
、「
指
揮
を
し
た
」と
あ
る
の
は「
嘱

託
を
し
た
」
と
、「
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け
な
け

れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
十
八
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
六
十
三
条
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
保
護
観

察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
引
致
状
の
執
行

に
当
た
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
百
五
十
七
条
及
び
第
二
百
五
十

九
条
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保

護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
指
揮
」

と
あ
る
の
は
「
嘱
託
」
と
、第
二
百
六
十
条
中「
検

察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又

は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
の
指
揮
」
と
あ
る
の

は
「
の
嘱
託
」
と
、「
指
揮
を
し
た
」
と
あ
る
の
は

「
嘱
託
を
し
た
」
と
、「
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け

な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報
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